
温
根
湯
合
同
森
林
事
務
所

は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局

管
内
の
北
見
市
・
留
辺
蘂
町
松

山
（
温
根
湯
温
泉
の
隣
町
）
に

位
置
す
る
、
温
根
湯
・
厚
和
・

富
士
見
の
計
３
つ
の
事
務
所

か
ら
な
る
合
同
森
林
事
務
所

で
す
。 

合
同
森
林
事
務
所
で
管
理

す
る
温
根
湯
温
泉
街
か
ら
石

北
峠
ま
で
の
管
轄
区
域
の
中

で
、
温
根
湯
森
林
事
務
所
は
温

泉
街
付
近
の
国
有
林
（
管
理
面

積
８
１
１
３
．
２
５
ヘ
ク
タ
ー

ル
）
を
管
理
し
て
い
ま
す
。

国
道

39
号
線
沿
い
に
あ
る

「
道
の
駅
お
ん
ね
ゆ
温
泉
」
に

は
、
世
界
最
大
級
を
誇
る
、
か

ら
く
り
ハ
ト
時
計
塔
『
果
夢

(

か
む)

林(

り
ん)

』
が
シ
ン
ボ

ル
タ
ワ
ー
と
し
て
存
在
し
て

お
り
、
時
報
に
合
わ
せ
て
か
ら

く
り
人
形
と
約
２
ｍ
の
ハ
ト

（
ポ
ッ
ポ
ち
ゃ
ん
）
が
音
楽
と

共
に
登
場
し
、
連
日
多
く
の
観

光
客
の
方
々
が
訪
れ
て
い
ま

す
。 他

に
も
道
の
駅
周
辺
に
は
、

１
ｍ
級
の
イ
ト
ウ
の
周
回
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
北
の
大

地
の
水
族
館
（
山
の
水
族
館
）

や
キ
タ
キ
ツ
ネ
を
間
近
に
見

る
こ
と
が
で
き
る
北
き
つ
ね

牧
場
が
あ
る
の
で
、
合
わ
せ
て

観
光
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

ま
た
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

が
常
駐
し
て
い
る
ク
ラ
フ
ト

体
験
工
房
が
有
り
、
木
工
体
験

も
で
き
ま
す
。 

宿
泊
に
関
し
て
も
、
温
根
湯

温
泉
の
名
の
通
り
温
泉
を
堪

能
で
き
る
ホ
テ
ル
や
旅
館
が

街
を
支
え
て
い
ま
す
。 

 

温
根
湯
森
林
事
務
所
の
管

轄
す
る
国
有
林
に
は
、
水
源
地

が
多
数
あ
り
ま
す
。
温
根
湯
に

居
住
し
て
い
る
方
の
生
活
用

水
や
農
作
物
・
酪
農
の
た
め
の

農
業
用
水
に
加
え
て
前
述
し

た
観
光
施
設
が
使
用
す
る
水

源
に
も
係
わ
っ
て
く
る
た
め
、

水
源
の
汚
濁
が
出
て
し
ま
う

と
地
元
の
方
々
の
生
活
に
影

響
が
出
ま
す
。 

歴
代
の
森
林
官
や
本
署
の

担
当
者
が
北
見
市
留
辺
蘂
総

合
支
所
と
の
事
前
連
絡
・
意
見

交
換
を
し
た
り
、
伐
採
業
者
へ

の
伐
採
時
期
の
指
定
（
水
源
へ

影
響
が
少
な
い
冬
に
伐
採
す

る
等
）
や
関
係
書
類
に
も
水
源

地
を
汚
濁
し
な
い
よ
う
記
載

し
注
意
喚
起
を
す
る
等
、
関
係

者
と
綿
密
な
打
ち
合
わ
せ
を

し
て
、
適
切
な
管
理
を
す
る
よ

う
努
め
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
管
内
国
有
林
の
エ
ゾ

シ
カ
被
害
は
減
少
傾
向
に
あ

り
ま
す
が
、
依
然
と
し
て
高
い

水
準
で
移
行
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
エ
ゾ
シ
カ
被
害
チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト
に
よ
る
被
害
状
況

把
握
も
重
要
な
業
務
で
す
。 

 

年
々
職
員
の
数
が
減
っ
て

き
て
、
現
在
で
は
森
林
官
２

名
・
行
政
専
門
員
１
名
・
非
常

勤
作
業
員
１
名
と
少
人
数
に

な
り
ま
し
た
が
、
森
林
を
適
切

に
管
理
で
き
る
よ
う
に
森
林

事
務
所
内
で
連
携
を
図
り
な

が
ら
業
務
に
努
め
て
い
ま
す
。  

網走中部森林管理署 

温根湯森林事務所 

森林官 武田 太郎 

こ ん に ち は 森 林 官 です! 

からくりハト時計塔 

『果夢林（かむりん）』 

鹿道の笹食害を確認中 

森
林
事
務
所
の
概
要 

森
林
事
務
所
の
仕
事 

最
後
に 

管
内
の
特
徴 

水源地上流の沢にて打ち合わせ 




